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少
年
で
あ

っ
た
速
い
日
の
こ
と
。

氷
見
、
十
.
一町
潟
に
か
か
る
小
さ
な
橋
の
上
で
、

友
人
は
、
「
こ
れ
が
、
か
さ
さ
ぎ
の
橋
だ
よ
」
と
私

に
教
え
、

U
人
.
首
の
あ
の
有
名
な
大
伴
家
持
の
歌

を
大
き
な
声
で
朗
詠
し
て
く
れ
た
。

か
さ
さ
ぎ
の

渡
吃
る
橋
に

ι

夜
ぞ
更
け
に
け
る
轟
く
霜
の

台
き
を
み
れ
ば

七
夕
の
夜
、
か
さ
さ
ぎ
が
天
の
川
に
か
け
た
と
い

う
伝
説
の
橋
と
は
、
こ
の
橋
の
こ
と
だ
と
い
う
の
で

あ
る
。
歌
好
き
だ
と
い
う
祖
母
の
受
け
売
り
だ

っ
た

よ
う
だ
。

~ やかもちしゅう
「家持集」幻想

昭巳
~ 

小沢高岡市万葉歴史館研究員

長
い
年
月
が
過
ぎ
た
。

万
葉
集
に
親
し
む
よ
う
に
な

っ
た
私
は
、
あ
の
か

お
お
と
も
の
や
か

ιち

さ
さ
ぎ
の
歌
が
、
大
伴
家
持
の
作
で
は
な
か

っ
た
こ

と
を
知

っ
た
。

せ
ん
じ
ゃ

か
さ
さ
ぎ
の
歌
は
、
百
人

一
首
の
撰
者
と
さ
れ
る

藤
原
定
家
が
、
万
葉
集
か
ら
で
は
な
く
、

「家
持
集
」

と
い
う
歌
集
か
ら
採
っ
た
歌
だ
っ
た
の
だ
。
定
家
は
、

こ
の
歌
を
「
新
古
今
和
歌
集
」
に
も
選
ん
で
い
る
。

「
家
持
集
」
は、

「
三
十
六
人
集
」

の

一
巻
と
し
て
、

まちづくりに新しい息吹
イギリス人建築家・トム=ヘネガンさん

平
安
の
中
ご
ろ
に
ま
と
め
ら
れ
た
歌
集
で
あ
る
が
、

収
め
ら
れ
て
い
る
三
百
首
た
ら
ず
の
歌
の
う
ち
、
実

際
に
家
持
の
詠
ん
だ
歌
は
、

二
十
首
に
満
た
な
い
と

い
う
や
っ
か
い
な
歌
集
な
の
だ
。
か
さ
さ
ぎ
の
歌
は

万
葉
集
に
は
無
く
、
家
持
の
作
と
み
る
こ
と
が
で
き

な
し万
葉
集
は
、
解
読
が
困
難
だ
っ
た
た
め
に
、
ま
と

ま

っ
た
歌
集
と
し
て
よ
り
、

一
首

一
首
が
ば
ら
ば
ら

に
口
移
し
で
伝
え
ら
れ
る
時
期
が
長
か

っ
た
。
そ
ん

な
時
代
に
現
れ
た
万
葉
集
の
抄
本
を
も
と
に
、
家
持

ら
し
い
と
思
わ
れ
る
歌
を
次
々
と
加
え
て
い
っ
て
、

こ
の

「家
持
集
」
を
ま
と
め
た
ら
し
い
。

家
持
の
歌
だ
と
い
う
却
を
島
駅
な
ど
と
い
う
「
外
」

の
客
観
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
撰
者
の
ポ
ェ
ジ
ィ
と

い
う

「内
」
に
求
め
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
撰
者

の
ポ

ェ
ジ
ィ
が
、
か
さ
さ
ぎ
の
歌
の
中
に
家
持
を
見

た
の
で
あ
る
。

橋
の
上
で
か
さ
さ
ぎ
の
歌
を
聞
い
て
か
ら
五
十
年

も
た

つ
て
、
私
は
「
家
持
集
」
の
古
写
本
を
子
に
取

る
こ
と
が
で
き
た
。
写
本
は
江
戸
時
代
初
期
の
も
の

と
推
定
さ
れ
、
筆
致
も
装
丁
も
と
て
も
美
し
か

っ
た
。

こ
の
写
本
の
で
き
た
時
代
の
前
後
か
ら
、
万
葉
の

歌
枕
を
慕
い
、
宗
祇
な
ど
の
文
人
た
ち
が
越
小
を
往

来
し
た
。
「
か
さ
さ
ぎ
の
橋
」
は
、
「
家
持
集
」
の
よ

う
に
、
そ
う
し
た
文
人
た
ち
の
生
み
出
し
た
幻
想
で

あ
っ
た
の
か
。
し
か
し
、
そ
れ
に
よ

っ
て
、
万
葉
集

は
、
こ
の
上
地
の
平
や
本
や
風
の
中
に
ひ

っ
そ
り
と

生
き
、
人
々
は
そ
の
中
に
家
持
の
ま
ぼ
ろ
し
を
見
て

い
た
の
だ
。
「
想
像
力
」
が
「
実
証
」
な
ど
よ
り
、
ず

っ
と
確
か
だ
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
尊
い
時
代
で
あ

っ

た
の
だ
ろ
う
。

「
富
山
県
は
各
市
町
村
に

か
誇
れ
る
。
も
の
が
あ
り
ま
す
ね
。
例
え
ば
井
波
町
に
は
木
彫
刻

が
あ
る
し
、
魚
津
市
に
は
し
ん
き
ろ
う
が
あ
る
。
普
段
東
京
で
仕
事
を
し
て
い
て
、

富
山
へ

来
る
と
す
ご
く
感
性
が
刺
激
さ
れ
る
ん
で
す
よ
。
」
時
々
日
本
語
も
交
え
て
、
富
山
の
印
象
を

話
す
イ
ギ
リ
ス
人
建
築
家
の
ト
ム

1
へ
ネ
ガ
ン
さ
ん
。
海
外
の
著
名
な
建
築
家
に
街
の
シ
ン

ボ
ル
と
な
る
建
築
物
を
設
計
し
て
も
ら
お
う
と
い
う

「
ま
ち
の
か
お
づ
く
り
事
業
」
が
、
現

在
県
内
十
三
市
町
村
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
J
R
小
杉
駅
南
広
場
の
、
赤
い
雲
の
よ
う
な

形
を
し
た
屋
根
を
も
っ
パ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
、
漁
火
に
集
ま
る
ホ
タ
ル
イ
カ
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
と
い
う
滑
川
市
の
は
ま
な
す
公
園
ゲ

l
ト
な
ど
、
個
性
的
で
ユ
ニ
ー
ク
な
施
設
が
続
々
と

誕
生
し
て
い
ま
す
。

ヘ
ネ
ガ
ン
さ
ん
は
、
熊
本
県
の
「
ア

l
ト
ポ
リ
ス
都
市
計
画
」
の

一
環
で
、
畜
舎
の
設
計

を
手
が
け
ら
れ
た
の
が
き

っ
か
け
と
な
り
三
年
前
に
来
日
。
「
ず
っ
と
以
前
か
ら
日
本
で
仕
事

を
し
た
い
と
思

っ
て
い
た
ん
で
す
。
日
本
に
は
磯
崎
新
さ
ん
を
は
じ
め
と
し
て
素
晴
ら
し
い

建
築
家
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
し
。
」こ

の
ま
ち
の
か
お
づ
く
り
事
業
で
、
ヘ
ネ
ガ
ン
さ
ん
は
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
!
と
し
て
、

実
際
に
実
施
設
計
を
担
当
す
る
日
本
の
建
築
家
と
、
基
本
設
計

を
行
う
他
の
海
外
建
築
家
と
の
パ
イ
プ
役
を
務
め
る

一
方
、
自
ら
滑
川
市
の
は
ま
な
す
公
園

ゲ
l
ト
と
展
望
台
の
設
計
を
担
当
し
ま
し
た
。
「
は
ま
な
す
公
園
で
は
、
あ
の
限
ら
れ
た
空
間

の
中
で
、
ど
う
や
っ
て
滑
川
ら
し
さ
を
出
す
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
。
つ
ま
り
人
間
の
視
覚
に

訴
え
、
感
性
に
響
い
て
く
る
よ
う
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
み
ま
し
た
。
あ
の
公
園
を
訪
れ
た
人

た
ち
が
滑
川
の
良
さ
を
再
発
見
で
き
る
よ
う
な
場
所
に
な
っ
て
い
け
ば
い
い
で
す
ね
。
」
そ
ん

な
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
の
公
園
は
、
漁
師
の
引
く
網
を
表
現
し
た
ス
ロ
ー
プ
を
登
る

と
富
山
湾
が
見
え
、
漁
火
に
集
ま
る
ホ
タ
ル
イ
カ
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
公
園
全
体
が
青
白
く
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
建
築
を
い
ろ
い
ろ
研
究
さ
れ
た

ヘ
ネ
ガ
ン
さ
ん
ら
し
く
、
公
園
に
は
日
本
庭
園
の
手
法
が
随

所
に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
あ
く
ま
で
も
私
の
希
望
で
す
け
ど
、
将
来
的
に
は
ホ
タ
ル

イ
カ
博
物
館
の
設
計
を
手
が
け
て
み
た
い
で
す
ね
」
建
築
物

に
対
し
て
「
こ
だ
わ
り
」
と
「
思
い
入
れ
」
を
持
ち
続
け
る
へ
ネ

ガ
ン
さ
ん
達
海
外
建
築
家
の
新
鮮
な
視
点
に
よ
っ
て
着
々
と

工
事
が
進
ん
で
い
る
こ
れ
ら
シ
ン
ボ
ル
的
施
設
は
、
将
来
に

わ
た
っ
て
各
市
町
村
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
核
と
な
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
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富山県勢
大健闘.ノ
全国中学校
選抜体育大会開催

全
国
中
学
校
選
抜
体
育
大
会
が
、
八
月
十
八
日
か
ら
二
十
五
日

に
か
け
て
北
信
越
五
県
で
開
催
さ
れ
、
富
山
県
で
は
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
、
柔
道
、
体
操

・
新
体
操
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
(
男
子
)

の
四
種
目
で
全
国

一
を
め
ざ
し
た
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

高
岡
市
で
行
わ
れ
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
は
、
男
子
ダ
ブ
ル
ス
で

上
市
中
の
久
保

・
青
山
組
が
、
女
子
ダ
ブ
ル
ス
で
奥
田
中
の
加
藤
・

山
田
組
が
と
も
に
優
勝
。
女
子
団
体
戦
で
も
奥
田
中
と
南
星
中
が

三
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
小
杉
町
で
行
わ
れ
た
柔
道
で
は
、

男
子
七
十
八
キ
ロ
超
級
で
朝

日
中
の
谷
口
君
が
準
優
勝
し
、

女
子
五
十
六
キ
ロ
超
級
で
は

伏
木
中
の
橋
本
さ
ん
が
三
位

に
入
賞
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
競
技
で
も
健
闘

し
た
富
山
県
勢
。
二
年
後
の

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
や
二
0
0
0

年
団
体
で
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

2 

こ
の
夏
、
ふ
た
つ
の
ダ
ム
が
相
次
い
で
完
成
し
ま
し
た
。

八
月
二
十

一
日
に
、
着
工
以
来
十
三
年
ぶ
り
に
布
施
川
ダ
ム
(総
工
費
約
百

四
十
八
億
円
)
が
、
ま
た
、
同
月
三
十

一
日
に
は
、
着
工
以
来
十
年
ぶ
り
に
砺

波
山
田
川
ダ
ム
(
総
工
費
約
百
三
十
八
億
円
)
が
そ
れ
ぞ
れ
完
成
し
ま
し
た
。

起
工
式
は
、
と
も
に
、
中
沖
知
事
を
は
じ
め
、
約
三
百
名
余
の
関
係
者
が
出

席
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ふ
た
つ
の
ダ
ム
は
、
消
流
雪
な
ど
の
雪
対
策
用
と
し
て
は
、
全
国
初
の

ダ
ム
で
あ
り
、
こ
の
ほ
か
、
ダ
ム
地
点
下
流
域
の
洪
水
調
節
や
か
ん
が
い
用
水

の
供
給
を
目
的
と
し
て
、
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

静
寂
に
包
ま
れ
、
神
秘
的
な
非
嫡
翠
(
ひ
す
い
)
色
の
水
を
湛
え
た
両
貯
水
池

は
、
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
た
ダ
ム
周
辺
と
あ
わ
せ
て
、
新
し
い
観
光
名
所
と
し

て
も
人
気
を
集
め
そ
う
で
す
。

砺波山田川ダム

布施川ダム



4000人が吠の用心リ誓うクラフトの交流で新しし匂ノ・技・暮らいを世界に発信
第四回婦人防火全国大会・開催

自
主
的
に
地
域
ぐ
る
み
の
防
火
に
取
り
組
ん
で
い
る
婦
人
防
火

ク
ラ
ブ
員
や
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
ら
約
四
千
人
が
参
加
し
て
、
「
第

十
六
回
婦
人
防
火
全
国
大
会
」
が
九
月
四
日
、
富
山
市
の
県
総
合

体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
第
一
部
で
は
、
笹
川
日
本
防
火
協
会
会
長
の
あ
い
さ
つ
、

中
沖
知
事
、
浅
野
消
防
庁
長
官
ら
の
祝
辞
に
続
い
て
富
山
地
区
婦

人
防
火
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
ほ
か
全
国
の
四
十
団
体
に
防
火
広
報

車
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
大
会
第
二
部
は
、
「
い
き
い
き
富
山
防

火
の
集
い
」
と
題
し
て
、
富
山
市
若
葉
幼
稚
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

の
か
わ
い
い
チ
ビ
ッ
子
た
ち
に
よ
る
は
し
ご
を
使
っ
た
演
技
や
、

富
山
県
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
の
皆
さ
ん
総
勢
三
百
名
に

よ
る
「
越
中
お
わ
ら
節
」
の
輪
踊
り
な
ど
、
県
内
外
の
四
団
体
に

よ
る
郷
土
芸
能
が
披
露
さ
れ
、
会
場
に
詰
め
か
け
た
観
客
か
ら
盛

ん
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
後
、
県
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
の
松
岡
昌
子
会
長

に
よ
る
防
火
宣
言
が
あ
り
、
そ
し
て
参
加
者
全
員
で

「
火
の
用
心

の
う
た
」
を
大
合
唱
す
る
な
ど
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
閉
会
し

ま
し
た
。

4 

国際クラフトフェスティパル'92富山・開催
生
活
道
具
の
原
点
と
し
て
、
地
域
の
自
然
と
人
間
に
よ
っ
て
育

ま
れ
て
き
た
ク
ラ
フ
ト
(
子
工
芸
品
)
の
新
し
い
潮
流
を
創
り
出

そ
う
と
「
国
際
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
幻
富
山
」
が
九
月
八

日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
十
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

八
、
九
日
に
は
「
国
際
ク
ラ
フ
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
。

多
方
面
で
活
躍
中
の
有
識
者
を
迎
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
今

後
の
ク
ラ
フ
ト
の
発
展
方
策
や
ク
ラ
フ
ト
に
よ
る
新
し
い
生
活
提

案
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て

十
日
か
ら
は
「
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア
」
と
「
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
」
を

開
催
。
高
岡
文
化
ホ
l
ル
を
会
場
に
聞
か
れ
た
「
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ

ア」

で
は
世
界
十
九
ヶ
国
か
ら
参
加
し
た
百
五
十

一
名
の
ク
ラ
フ

ト
作
家
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
ら
が
持
ち
寄
っ
た
作
品
が
展
示
さ
れ
、
多

く
の
見
学
者
が
各
地
域
の
文
化
に
根
差
し
た
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
あ

ふ
れ
る
作
品
群
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
で
は
参
加
者
が
木
彫
、
ガ
ラ
ス
、
金
工
な
ど
県
内
九
会
場
に

分
か
れ

一
流
の
講
師
陣
の
下
、

実
際
に
作
品
制
作
に
取
り
組
み
、

国
籍
、
分
野
を
越
え
て
新
し
い
ク
ラ
フ
ト
の
創
造
に
挑
み
ま
し
た
。

最
終
日
の
十
七
日
に
は
参
加
者
の
作
品
や
地
域
の
民
芸
品
の
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
を
開
催
。
会
場
で
は
品
物
が
競
り
落
と
さ
れ
る
た
び
に

多
く
の
拍
手
や
歓
声
が
わ
き
上
が
り
、
ク
ラ
フ
ト
を
媒
介
に
し
た

文
化
交
流
に
実
り
多
い
成
果
を
も
た
ら
し
た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

締
め
く
く
り
ま
し
た
c
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日と発展の?
一一富山県・沿海地方友好提携締結一一

を

日本国富山県とロシア連邦沿海地方

との友好提携協定書

日本国富山県とロシア連邦沿海地方は、多年にわたる友好交流を基

礎に、相互の理解を深め、友好関係をさらに推進することを確約し、こ

こに友好提携の協定を締結する。

双方は、学術、芸術文化 教育、スポーツ、経済などの各分野の広

範な交流を通じて双方の友好関係を一層発展させるよう努めるものと

する。

双方は、この協定が、富山県と沿海地方を結ぶきずなとなり 、かつ、

日露両国の友好関係の強化と国際社会の平和と安定に貢献することを

き
た
い
。
(
ク
ズ
ネ

ツ
オ
フ
知
事
)
」
と
そ
れ
ぞ
れ

提
携
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

こ
れ
で
、
岡
県
地
方
の
問
で
は
伏
木
富
山
港

と
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
商
業
港
と

の
友
好
提
携
及

び
富
山
空
港
と
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
空
港
と
の
友

好
提
携
に
加
え
て
行
政
レ
ベ
ル
で
三
つ
の
友
好

提
携
が
整
い
、
今
後
は
地
域
レ
ベ
ル
、

草
の
根

レ
ベ
ル

の
交
流
が
ま
す
ま
す
活
発
に
行
わ
れ
る

も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
前
日

の
八
月
二
十
五
日
に
は
、

富
山

市
の
名
鉄
ト
ヤ
マ
ホ
テ
ル
で
「
富
山
国
際
地
域

交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、

約
三
O

O
名
の
聴
衆
が
会
場
を
埋
め
ま
し
た
。
午
前
中

確信する。

この協定は、ともに同等の効力を有する日本語及びロシア語により

本書各2通作成され、それぞれ署名当事者が日本語及びロシア語によ

る本書を各 1通保有する。

日本国 ロシア連邦

沿海地方知事

ヴラジミ jレ・S・クズネツォフ呈皇
王"'-

1992年8月26日

富山県知事

中沖

平
成
四
年
八
月
二
十
六
日
、
富
山
県
と

ロ
シ

ア
連
邦

・
沿
海
地
方
と
の
間
で
女
好
提
携
が
締

結
さ
れ
ま
し
た
。
富
山
県
民
会
館
で
行
わ
れ
た

調
印
式
に
は
、
約
三
十
名
が
列
席
、
厳
粛
な
雰

囲
気
の
な
か
、
中
沖
知
事
と
ク
ズ
ネ
ツ
オ
フ
沿

海
地
方
知
事
が
「
相
互
の
理
解
を
深
め
、
友
好

関
係
を

一
層
発
展
さ
せ
、
日
露
両
国
の
友
好
関

係
の
強
化
と
国
際
社
会
の
平
和
と
安
定
に
貢
献

す
る
」
旨
の
協
定
書
に

署
名
し
ま
し
た
。

国
際
立
県
を
目
指
す

富
山
県
の
海
外
と
の
友

好
提
携
は
中
国

・
遼
寧

省
、
ブ
ラ
ジ
ル
・サ
ン

パ

ウ
ロ
州
、
ア
メ
リ
カ
・オ

レ
ゴ
ン
州
に
続
い
て
四

番
目
と
な
り
、
ま
た
、

沿
海
地
方
に
と

っ
て
も
、

中
国
・
吉
林
省
、
黒
龍
江

省
に
続
い
て
三
番
目
と

な
り
、
特
に
西
側
諸
国
の
自
治
体
と
は
初
の
友

好
提
携
と
な
り
ま
す
。
調
印
式

の
後
、
両
知
事

は
「
富
山
県
と
沿
海
地
方
は
最
良
の

パ
ー
ト
ナ

ー
で
あ
る
。
双
方
が
環
日
本
海
交
流
圏
構
築
の

リ
ー
ダ
ー
と
な

っ
て
、
日
本
海
を
平
和
と
発
展

の
海
に
し
て
い
く
た
め
、
今
後
と
も
手
を
た
ず

さ
え
て
人
的
、
文
化
、
経
済
交
流
を
着
実
に
進

め
て
い
き
た
い
。
(
中
沖
知
事
)
」
、
「
わ
れ
わ
れ
は

地
域
間
外
交
に
大
き
な

一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

こ
の
協
定
は
今
後
の
関
係
発
展
に
尽
く
す
も
の

と
思
う
。
今
後
と
も
人
と
人
の
良
き
関
係
を
築

L 。

ヤクート サハ共和国

ヤクーツクO

は
ロ
シ
ア
セ
ミ
ナ
ー
と
題
し
て
、
小
川
・
ロ
シ

ア
東
欧
経
済
研
究
所
副
所
長
の
司
会
の
も
と
、

マ
ル
チ
ノ
フ
所
長

(ロ

シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

世
界
経
済
国
際
関
係
研
究
所
)
、
ニ

l
ラ
ン
支
局

長

(ワ
シ
ン
ト
ン
・

タ
イ
ム
ズ
東
京
支
局
)、

矢

野
・

京
都
大
学
教
授
が
今
後
の
日
露
関
係
に

つ

い
て
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い、

午
後
か
ら
は

環
日
本
海
知
事
サ
ミ
ッ

ト
と
題
し
て
、
飯
田

-

N
H
K
解
説
主
幹
の
司
会
の
も
と
、

王
(ワ

ン
)

主
任

(中
国
遼
寧
省
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員

会
)、

権
(ク
オ
ン
)
地
域
経
済
局
長

(韓
国
江
原

道
)
、
ク
ズ
ネ
ツ
オ
フ
知
事
、
中
沖
知
事
が
今
後

の
地
域
レ

ベ
ル
の
国
際
的
交
流
に

つ
い
て
意
見

交
換
し、

日
本
海
が
豊
か
で
文
化
的
な

「平
和

と
発
展
の
海
」
と
な
る
よ
う
協
力
し
て
い
く
旨

の
富
山
ア
ピ
ー
ル
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

方
一
切

地

。、
山

ト
嗣
出
1

，ノ
M

町

念

町

、1
寸じ

県

三加

州

山

創

w

富

矧

ー

友
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立山(室堂)で自然を満喫(8月27日)

226万人
166，000km' 
モンスーン型

中心都市 ウラ ジオストク市

1938年10月20日

人口

面 積

気候

主要都市

地方結成

/ 
/ 

〔沿海地方の概要〕

沿海地方は ロシア連邦極東地域の東南端に位置し、 日本海沿岸やウスリ ー

)11一帯等の平野部を除くと←商山脈、丘陵によ っておおわれており、ウス リ

ータ イガと呼ばれる森林や山岳が同地方の80%を占める。沿海地方の海岸線

は延長2，050kmに達し、 北部は平担な海岸線であるが、南部の海岸は屈曲に富

み、特にピョートル大帝湾はナホトカ、 ウラジオストクなどの湾を抱えて一

大港湾地帯を形成している。

気候は、夏は海洋の影響を受けて高湿の空気が浸入し曇った日が続き、冬

は内陸の影響を受け、気温が低 く乾燥して晴天が続く 。

ウラジオス トク市の年平均気温は4
0

C、年間降水量は831mmて、あり、極東の真

珠とも呼ばれる美しい町並みを有しており、本年1月1日から対外開放された。

沿海地方の主力産業は、漁業、林業、鉱業等の資源開発型産業であり 、ま

た、陸、海運の交通輸送は、ロシア東部の窓口として重要な役割を担ってい

る。農業は自然環境に恵まれ、粉i束第一の生産地域である。

7 



北陸新幹線

工
一

量
目

小矢部市・金沢市閏
V
着
工
優
先
順
位

二二二二二 整備計画ルート

こ二二- _"標準軌新線(工事中)

新幹線規格新線
(スー/て一特急)

コ-==-:=..:=在来線

祝北陸新幹線小矢部市金沢市間建設工事起工祝賀会

公公
v 
こ
れ
か
ら
の
課
題

北
陸
新
幹
線
小
矢
部
市
・
金
沢
市
聞
の
建
設
工
事
の
起
工
式
が
、

奥
田
運
輸
大
臣
等
多
く
の
来
賓
の
出
席
の
も
と
、
去
る
八
月
二
十

七
日
に
石
動
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
県
民
の
永
年
の
悲

願
で
あ
っ
た
本
格
着
工
、
か
実
現
し
ま
し
た
。

北
陸
新
幹
線
は
、
沿
線
地
域
の
飛
躍
的
な
発
展
を
図
る
上
で
大

き
な
効
果
を
も
た
ら
す
も
の
で
、
高
速
交
通
体
系
の
柱
と
し
て
国

土
の
均
衡
あ
る
発
展
に
不
可
欠
な
も
の
で
す
。
昭
和
四
十
七
年
の

基
本
計
画
決
定
か
ら
実
に
二
十
有
余
年
を
経
て
の
着
工
で
あ
り
、

特
に
こ
の
区
間
は
、
地
元
の
強
い
要
望
に
よ
り
「
調
整
ル
ー
ト
」

に
よ
っ
て
変
更
が
認
め
ら
れ
、
着
工
さ
れ
た
も
の
で
す
。
起
工
式

に
続
き
高
岡
市
内
で
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
、
来
賓
・
関
係
者
等
約

三
百
五
十
人
が
、
北
陸
地
方
で
初
の
本
格
着
工
を
祝
い
ま
し
た
。
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{小
矢
部
市
・
金
沢
市
間
工
事
の
概
要

0
新
幹
線
鉄
道
規
格
新
線
(
ス
ー
パ
ー
特
急
)

延

長

約

二
十
五
回

通
過
市
町
小
矢
部
市
、
津
幡
町
、
金
沢
市

設
計
最
高
速
度
約
二
O
O
M
/
h

工
事
費

一
、
七
四
二
億
円

工
期
概
ね
十
年

*
新
幹
線
鉄
道
規
格
新
線
(
ス
ー
パ
ー
特
急
)
と

キ
ふ
、

ト
ン
ネ
ル
や
路
盤
は
、
整
備
計
画
ル

l
ト
で
新

幹
線
規
格
の
も
の
が
新
し
く
作
ら
れ
る
。
レ
ー

ル
幅
と
車
両
サ
イ
ズ
は
、
在
来
線
と
同
じ
。
最

高
時
速

二
ハ
0
1
二
O

O
M
の
ス
ー
パ
ー
特
急

が
走
行
。

第
二
種
工
事
(
駅
等
)
の
負
担
比
率

国
二
五

%

地

域

二
五
%
、

J
R
五
O
%

と
さ
れ
ま
し
た
。

-
全
線
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
明
確
化

北
陸
新
幹
線
は
、
長
野
1
糸
魚
川
問
、
魚
津
1
高
岡
聞
な
ど

の
白
地
区
間
を
始
め
、
南
越
以
西
の
駅

・
ル
l
ト
が
未
定
で

あ
る
な
ど
、
全
線
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
ま
だ
決
ま

っ
て

い
ま
せ
ん
。

-
財
源
の
確
保

鉄
道
整
備
の
た
め
の
安
定
的
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、

平

成
三
年
十
月

「鉄
道
整
備
基
金
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
が
、

基
金
か
ら
の
建
設
費
は
年
間
七
二
四
億
円
で
、
整
備
新
幹
線

の
財
源
と
し
て
は
ま
だ
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

-
建
設
費
の
地
域
負
担

平
成
元
年

一
月
の
政
府

・
与
党
申
し
合
わ
せ
で
は
、

第

一
種
工
事
(
線
路
等
)
の
負
担
比
率

国
四
O
%

地
域

一
O
%、

J
R
五
O
%

V
早
期
全
線
整
備
に
向
け
て

北
陸
新
幹
線
は
、

東
京
l
大
阪
間
約
六
九
O
M
を
結
ぶ
新

幹
線
で
、
東
海
道
新
幹
線
の
代
替
補
完
機
能
を
も
有
す
る
国

家
的
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、

一
日
も
早
い
全
線
開
通
が
望

ま
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
全
線
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
明
確
化
、
安

定
的
財
源
の
確
保
、
建
設
費
の
地
域
負
担
に
対
す
る
財
源
措

置
、
並
行
在
来
線
の

J

R
か
ら
の
分
離
後
の
経
営
が
成
り
立

つ
よ
う
な
支
援
策
等
を
国
等
に
対
し
引
き
続
き
、
強
力
に
求

め
て
い
き
ま
す
の
で
、
県
民
の
皆
さ
ん
の

一
層
の
ご
支
援

・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

昭和45年5月

昭和47年6月

昭和48年11月

昭和49年7月

昭和57年3月

昭和57年12月

昭
和
六
十
三
年
八
月
に
政
府

・
与
党
間
で
申
し
合
わ
せ
が

な
さ
れ
、
運
輸
省
案
を
も
と
に
次
の
と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し

た
①
北
陸
新
幹
線

I
高
崎
・
軽
井
沢
間

(標
準
軌
新
線
)

H
高
岡
・
金
沢
間

(新
幹
線
鉄
道
規
格
新
線
)

②
東
北
新
幹
線
盛
岡
・
青
森
間

③
九
州
新
幹
線
八
代
・
西
鹿
児
島
間

④
北
陸
新
幹
線
糸
魚
川
・
魚
津
間

(新
幹
線
鉄
道
規
格
新
線
)

こ
の
決
定
等
に
基
づ
き
、
北
陸
新
幹
線
に
つ
い
て
は
、
平

成
元
年
八
月
に
は
高
崎

・
軽
井
沢
聞
が
、
平
成
三
年
九
月
に

軽
井
沢

・
長
野
聞
が
そ

ぞ
れ
着
工
さ
れ
て
お
り
、

今
回
の
着
工
は
そ
れ
に

つ
ぐ
も
の
で
す
。

ま
た
、
平
成
五
年
度

政
府
予
算
概
算
要
求
額

(
千
五
百
九
十

一
億
円
、

今
年
度
比
四
十
八
%
増
)

の
な
か
に
、
糸
魚
川

・

魚
津
聞
の
建
設
事
業
費

が
新
た
に
盛
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

北陸新幹線に関する経緯
昭和42年12月 北回り新幹線建設促進同盟会結成(昭和47年7月27日北

陸新幹線建設促進同盟会に名称変更)。

全国新幹線鉄道整備法公布。

基本計画決定。

整備計画決定及び建設の指示。

日本鉄道建設公団富山新幹線建設準備事務所設置。

日本鉄道建設公団、環境影響評価実施のための駅、ルー

卜の概要を公表(高崎~武生間約440km)。

日本鉄道建設公団、 環境影響評価報告書案を公表 (高崎

~小松問372km)。

富山、長野、金沢市内に、北陸新幹線着工準備作業所を

開設。

高崎一小松聞の工事実施計画認可申請。

長野、富山及び金沢の三駅において北陸新幹線駅周辺環

境整備事業に着手。

日本鉄道建設公団、環境影響評価報告書案を公表(小松

一南越問58km)。

北陸新幹線の最優先着工が決定。

高崎一軽井沢聞の本格着工。

軽井沢一長野聞の標準軌新線による本格着工。

日本鉄道建設公団、ルー 卜整調にと もなう環境影響評価

報告書案を公表 (新高岡~金沢間約40km)。

北陸新幹線小矢部市・金沢市間暫定整備計画決定。新幹

線規格新線の建設の表示。

北陸新幹線小矢部市・金沢市聞の新幹線規格新線による

工事実施計画の認可。
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昭和58年10月

昭和50年12月

昭和51月3月

昭和53年8月

平成元年6月

平成3年8日

平成4年4月

平成4年7月

平成4年8月

昭和52年10月



適正な地価iの形成を 目的として、県下262地点(宅地251地点、林地11地点)の基準地を選び、 7月
1日時点の土地価格を調査したものです。この土地価格は、その土地について自由な取号|が行われた

場合に通常成立すると認められる価格で、売り手にも買い手にも片寄らないものです。

今回の地価調査結果では、住宅地、商業地をはじめ、すべての用途で昨年の上昇率を下回っています。

なお、地価調査の詳しい内容については、各市町村の土地対策担当窓口で閲覧できます。

1 .宅地及び宅地見込地 (単位 l平方メートル当たり:円/変動率は前年比:%) 

所在地及び地番 価格 室事事

富山市

.住宅地
※舟橋南町6-20 283，000 ( ~ J) 
鹿島町1-7-16 245，000 1.7 
西大泉11-7 159，000 3.2 
布瀬町2-12-14 96，200 0.2 
大町字下回割48-10外 120，000 0 
ニロ町字山倉割304-1 182，000 -7 .6 
田中町字井割3-1 62，500 2.5 
大町3-1 4 1 03，000 3.0 
西長江3-3-40 88，000 1. 1 
大泉東町2ーか10 1 82，000 1. 1 
中川原字中野島割213-16 63，700 6.0 
本郷町字椎木割2-24 87，400-
※秋吉字大曲割|ー107 79，500 ~:~ 
経堂字苗代割339-1外 58，000 3.6 
藤の木園町144 52，000 4.0 
大島2-430-4 46，500 3. 1 
※奥田寿町小13 2 1 7 ，000 (U ) 
金泉寺450-12 48，000 一
四ッ葉町2卜44 74，500 2.1 
中島3-8-52 71，0004.4 
※新庄町字馬場73-5 57，200 ( 6 : ~ ) 
松若町14-28 56，500 4.6 
※米田すずかけ台2-102 56，500 ( 6:~ ) 
花園町3-2-5 193，000-6.8 
栄町卜8-15 138，000 5.3 
田畑字西沼78-17 41 ，400 4.5 
水橋辻ヶ堂字山田割121-9外 46，500 0 
布;頼町字砂田割233-1 137，000 -6.8 
四方荒屋宇江代割2039-45 40，000 一
五鰻字深田 1357-24外 101，000 1.0 
呉羽町字藤の木6748-1外 49，000 1.0 
呉羽町字格谷7354-5外 83，200 1.5 
赤田703-2 65，000 3.0 
五福字善尋問93-1外 118，000 4.4 
五福字御用地5149-3外 85，000 2.2 
奥田町9-24 220，000 2.8 
大泉字中野坪割292-1外 99，000 
上堀南町48 70，000 

.宅地見込地
城川原1-415-1

赤田745

五鰻字桜谷1823外

.商業地
中央通り|ー6-6

総曲輪ト6-1

西町7-2

牛島新町8-10

※泉町トト3
栄町2-7-10

五番町卜25

荒町5-5
安野屋2-6-9

千石町6-3-7

小泉町字五百刈割91-2

五福字永代割3392-3
石金3-卜6
西田地方字久内割20卜6
新富町2-4-25

宝町卜4-17

大泉字蓑田割1525-8外
※桜町2-ト8

掛尾町325外
東町2-4-15

24，000 3.4 
36，000 0.3 
33，100 3.4 
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黒瀬字円子害IJ24卜1

.準工業地
湊入船町14-32
黒崎字高木割168-1外

水橋市田袋卜|
田中町字道化割61ー17外
岩瀬赤田町12-4
上野新町134外
上赤江町卜8-2
上飯野字水窪37-2外

.工業地
岩瀬古志町2-2外
4砂市街化調整区域内の宅地
秋ヶ島227外 78，000 1.3 
城村新町66 23，500 0.9 
水橋小路2-1 1 7 ， 300 1.8 
古志町5-103 25，900 1.6 
八回J4000-2タト 18，500 0.5 
願海寺字舘本74卜3外 29，300 4.6 
高岡市 一一一一一一一一一一一一一一一一

.住宅地
中川上町8-16
蓮花寺327-1外
井口本江字中坪500-20
大野277-6
泉町10-40
宮田町6-19
あわら町16-10
宝町10叶8
石瀬172-4
京町6-15
能町南卜23
博労町5-2
中田字木村4378-1
伏木古府1-2-43
伏木古府3-4-45
戸出町3-卜62
戸出町5-8-5
※江尻字村前100-28
向野町字村中1084-13

.宅地見込地
石瀬548
.商業地
末広町2-4
昭手口困J3-3-18
自主良国J40タト
伏木古田府3-8
戸出町2-7-15
下麻生字星田 1290-5外
※j青水回J2-2-18
東下関1398外
。準工業地
六家字畑田 1209-1
本郷2-2-5
荻布字前向31卜|外

.工業地
戸出栄町55-9 26，800 5. 1 
.市街化調整区域内の宅地
太田58ト|
五十里西町49
中f呆238-13
長江222-2
※戸出春日597外

新湊市

.住宅地

400，000 一

1 68 ，000 1 1 .3 
500，000 -2 . 9 
33，200 0.6 
74，000 3.5 
34，800 0.9 
55，000 3.8 
69，000 6.2 
134，000 一

17，200 0.6 
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40，000 -

1 ，420，000 1.4 

153，000 3.4 
164，000 1.2 
105，000 1.9 
85，000 2.0 
42，800 2.4 
171 ，000 ( 1.8) 
238，000 -

78，000 1.3 
165，000 1.9 
90，200 2.0 

18，300 2.2 
34，900 4.5 
40，200 3. 1 
43，300 1.2 
28，600 2.1 

11 

137，000 3.0 
67，000 1.5 

30，300 4.5 

aζl地価変動率推移 (住宅地 ・商業地)

認!I I I I I I 
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103，000 2.0 

16，200 4.5 

89，000 3.5 

96，500 6.5 
125，000 6.8 
53，800 3.5 
122，000 1.7 

360，000 2.9 

157，000 9.8 

※は地価公示 との共通調査地点 ()内は
平成 4年 l月 l白からの変動率

善光寺30-20 57，7002.1 
桜町9-6 63，000 2.4 
草岡町1-9-7 22，800 1.3 
※三日曽根13-8 66，800 (社 )

.商業地
立町3-8

中央町卜14

.準工業地
新片町卜4-5

.工業地
奈呉の江12-2

4砂市街化調整区域内の宅地
殿村476-1外 28，200 3.7 
魚津市 ーーーーーーーーーーーーーーーーー

.住宅地
本江字黍野1700-3外

上村木ト4-3

吉島308-1

金浦町卜33

.商業地
釈迦堂卜12-8

.準工業地
上村木2-9-21

氷見市

4・住宅地
朝日丘2-26

将H田674-2タ十
島尾字浦2117-1

栄町15-17

.商業地
本町13-6

.準工業地
幸町5-7

滑川市

.住宅地
辰野字向林割97-33

上小泉字北村815甲外

高月町390-3外
田中新町90-9

.商業地
下小泉町13-10

.準工業地
柳原字東割68-2外

黒部市

.住宅地
荻生字新堂6675-3 57，000 3.6 
生地芦区124-3 33，800 0.9 
岡83-13外 34，000 1.8 
三日市字寺町3859-3外 69，300 1.0 

.商業地
三田市字三島1047-2外 119，000 1.7 
.準工業地
三日市字金屋2372-1

砺波市

.住宅地
本町8-6
平和町3-67
平成町4-25

一番目J2-40

.商業地
表町3-3
.準工業地

豊町6-38

小矢部市

.住宅地

74，000 1.4 
36，500 1.4 
31，000 0.6 
40，000 2.8 

92，000 1.1 

63，000 1.6 

18，800 0 

153，000 1.3 

133，000 3.1 
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82，000 1.2 

3.3，000 0.9 

99，000 0 

35，000 6.1 

19，500 1.6 
11，700 0.9 
12，500 0.8 

70，000 0 

288，000 4.0 

67，500 1.5 
61，000 2.0 
53，600 2.3 
68，800 1.9 

236，000 0.4 

69，400 2.1 

128，000 0 

69，600 4.0 
50，500 1.0 
74，100 0 

83，900 2.9 

42，600 1.4 
48，800 0.8 
47，400 0.9 

53 54 55 56 57 58 59 60 

.住宅地
大字八尾町字十三石278-1

井田516-3

福島字天の平76-13

.商業地
大字八尾町字東町2208-1

.準工業地
井田字石坂4218-1外

婦中 町・・・・・・
4砂住宅地
笹倉490-1

袋字宿免348-44

介田258-3

.宅地見込地
田島87卜|

山田村

.住宅地

中瀬字前反圃2703
中村字谷口 1156外
細入村

.住宅地
猪谷字一枚田547-1

織原字西上島3235-9外
小杉町 ・E ・E ・-

4砂住宅地
手崎字石太郎1005-6外

戸破字加茂1887-4

南太閤山 15-11

※三ヶ2509-1外

.宅地見込地

23，000 2.2 
23，700 3.5 
25，500 0.8 

71，000 0 

36，100 0.3 

33，300 2.5 

28，000 3.7 
42，500 6.3 

15，700 4.7 

2，950 0 
3，650 0 

三ヶ2450

.商業地
三ヶ字中吉原3313-9

.準工業地
手崎字前田 180 54，000 1.9 
.市街化調整区域内の宅地
稲手責559-1

大門町

.住宅地
二口字馬渡り 775-3

二口字米山2260-29

.商業地
大門新字中町38-1 63，500 0.8 
.市街化調整区域内の宅地

本田字宮田 167-4

下村

4砂市街化調整区域内の宅地
白石66
大島町

.住宅地
小島727-2タト
赤井字水落12-3

小島1168-1

城端町

.住宅地
野田字村中島1001-2

字西新田町365
字南東島飛地2615-15

.商業地
字西上町487-1

平村

.住宅地
上梨字家平583-1

下梨字馬駈場2315外

上平村・・・・・

19，700 0 
11，300 0.9 

41，800 2.7 
43，500 4. 1 
55，500 5.7 

50，500 ( ~ : ~ ) 

20，000 8.1 

65，500 0.8 

16，300 1.9 

50，500 1.8 
45，200 5. 1 

13，500 0.7 

16，500 ー

54，600 6.0 
50，700 7.4 
47，600 5.8 

39，300 2.1 
63，300 2.1 
21，500 2.9 

121，000 2.5 

10 

17，700 2.3 
9，200 2.2 

61 62 63 元年

.住宅地
細島字下巡1011ー|

新屋字地開津546-1

利賀村

.住宅地
岩測字久保平186

利賀字上島295-1

庄川 町

.住宅地
青島字松川除前3658-12

青島字下川原21-2外

金屋字了安1315-1

.商業地
金屋字畑直2680-6外

井波 町

.住宅地
山下88

北川字犬薮348-27
井波字木崎野1950-59

.商業地
本町卜44

井 口 村

宮後205

蛇喰153-1外

福野町

.住宅地
字大畑島1128-3外

松原字道教島1267-3外
二日町字中島480外

.商業地
字上町1535-3

福光町

.住宅地
字西町1549

字高土居963-14

荒木1088-7

.商業地
荒木5523-1

福岡 町

.住宅地
福岡新742

福岡新314

下蓑新55-2外

.商業地
下蓑新413

9，100 3.4 
7，750 2.5 

2，450 3.4 
3，630 3.7 

28，000 4.1 
23，000 1.3 
17，000 3.0 

60，500 3.4 

66，500 2.3 
37，800 2.2 
35，200 3.5 

1 10，000 3.8 

9，600 0.5 
5，320 0.4 

78，300 2.0 
53，500 1.3 
43，400 1.6 

106，000 1.9 

73，000 1.4 
70，500 1.4 
45，700 0.9 

240，000 2.1 

40，400 1.5 
43，600 2.4 
25，200 2.9 

89，500 3.5 

j¥平日田JIー10

埴生字北反畝1378-10

清水字古村島2990-4

西町7-20

.商業地
新富町2-21

.準工業地
今石動町卜4-35

大沢野町

.住宅地
上二杉425-1外 33，000 6.5 
下大久保字十一番害IJ2219-49 32，600 1.9 
笹津467 31，200 0.6 

.商業地
高内216-4

.準工業地

下大久保字十番割2423-8 58，700 1.2 
大山町 圃圃圃圃園園圃圃圃圃・・圃圃園圃

.住宅地
三室荒屋字諏訪木割834-20 35，400 4.1 
上滝字陳林割155-6 28，800 1.1 
中滝字作鼻害IJ288-5外 25，800 1.2 

.商業地
中;竜字清水田割313-6

舟橋村

.住宅地
仏生寺44-2

上市町

.住宅地
横法音寺字長田46-1外 30，800 2.7 
大坪字上長2-4 50，400 0.4 
若杉新2-6 22，500 4.7 
.商業地
三日市字西門前3-19

.準工業地
上経田4-70

立山町

.住宅地
五百石字東中割30-6外 47，500 0 
榎字東蟹沢4-11 34，000ー 1.4
前沢字大門2748-8 50，000 0 
。商業地
五百石字西瀬先割107-1外 121，000 0 
宇奈月町ー一一一一一一一一一一一一一ー

.住宅地
下立字紙田 1025-1外

愛本新1100

字大坊2215-1

.商業地
字桃原38-32

入善町

。住宅地
入膳字高登3101-6

桐山字広見4567-9

入膳字下踊場6-4外

.商業地

入膳字北町5380甲外

朝 日町 ・・・・・
4砂住宅地
道下字高野299
西町22
泊字上三平848-5

.商業地
泊字中金菅304乙
八尾町

2.林地

(単位 10アール当た り:円)
変動率は前年比:%/ 

所在地及び地番

魚津市大字大海寺野村字有ヶ平44-3 812，0001.5
永見市宇波字安居44 370，000 1.9 
立山町芦陥寺字長尾6 185，000 0 
上市町伊折字赤谷11-3 77，000 2.7 
朝日町山崎字蛇谷8 355，000 1.4 
小杉町入会地字板谷23 397，000 5.0 
平村夏焼字下関地47 150，000 3.4 
城端町石田字小山2-2 250，000 2.0 
高岡市五十里字後昔6 420，000 2.4 
大山町亀谷字向山割3-1 46，000 0 
八尾町小長昔字堀切 118-1 325，000 1.6 
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富山県内の事業所は、そのほとんどか‘従業目

員300人未満で中小企業に分類されますが、 E 

富山県工業全体では工業出荷額の60%、従業

員数の80%近くを占め、日本海側有数の工業

県である富山県の経済を支える、なくてはな

らない存在となっています。中小企業課では、

ニれら中小企業の片腕として、経営基盤充実

のための金融対策、労働環境の改善、技術開

発力の強化など幅広い施策を行いながら、中

小企業の経済的地位の向上と地域経済の活性

化に大きな役割を果たしています。

中小企業課

「
。
中
小
企
業
。
と
聞
い
て
ど
ん
な
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
す

か
?
」
最
初
に
課
長
さ
ん
か
ら
尋
ね
ら
れ
た
時
、
私
は
思
わ
ず

答
え
に
戸
惑
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
い
い
イ
メ
ー
ジ
の
言
葉
が

浮
か
ば
な
か
っ
た
の
で
と
っ
さ
に
答
え
る
の
を
遠
慮
し
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
中
小
企
業
の
実
態
や
そ
の
発
展
を

支
え
る
中
小
企
業
課
の
事
業
内
容
を
説
明
し
て
い
た
だ
い
て
、

こ
れ
ま
で
あ
い
ま
い
だ
っ
た
私
の
中
小
企
業
に
対
す
る
イ
メ
ー

ジ
も
大
分
変
わ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
で
は
、
ど
の
よ
う
な

事
業
を
行
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
、
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

圃
ー
魅
力
あ
る
企
業
像
を
め
ざ
し
て
|

-
中
小
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ヴ
プ

最
近
、
多
く
の
中
小
企
業
で
入
手
不
足
が
深
刻
化
し
、
労
働

力
確
保
が
最
大
の
諜
題
と
な

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
よ
く
耳

に
し
ま
す
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
、
労
働
時
間
、
職
場
環
境
な

ど
の
雇
用
管
理
面
に
お
け
る
大
企
業
と
の
格
差
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
以
外
に
も
中
小
企
業
に
お
い
て
は
、
実
際
の
労
働
条
件
に

比
し
て
、

往
々
に
し
て
、

ρ

き
つ
い
u

N

汚
い
H

H

危
険
。
の
い
わ

ゆ
る
「
3
K
職
場
」
と
い
う
言
葉
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
悪
い
イ

メ
ー
ジ
が
先
行
し
、
人
材
確
保
に
悪
彬
響
を
与
え
て
い
る
場
合

が
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。
現
在
で
は
企
業
イ
メ
ー
ジ
も
経
営

を
支
え
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
イ
メ

ー
ジ
の
向
上
は
短
期
的
に
は
収
益
向
上
に
直
接
つ
な
が
ら
な
い

こ
と
か
ら
、
経
営
基
盤
の
弱
い
中
小
企
業
で
は
な
か
な
か
そ
の

取
り
組
み
が
遅
れ
て
い
た
の
だ
そ
う
で
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
中
小
企
業
課
で
は
、

今
年
度
か
ら
、

協
同
組
合
な
ど
中
小
企
業
が
企
業
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
イ
メ
ー

ジ
ア

ッ
プ
対
策
に
積
極
的
な
支
援
を
始
め
て
い
ま
す
。
プ

ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
、

T
V
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
、
パ
ン
フ
レ

ッ
ト、

化
、
共
同
化
、
協
業
化
な
ど
に
対
し
て
低
利
融
資
を
行
う
高
度

化
事
業
は
年
々
重
要
性
を
増
し
て
き
で
お
り
、
工
場
団
地
や
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
整
備
な
ど
中
小
企
業
の
近
代
化
や
体

質
改
善
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

中
小
企
業
に
は
旺
盛
な
起
業
家
精
神
を
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
に
生
か
し
ゃ
す
い
と
い
う
大
企
業
に
は
な
い
メ
リ

ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。
最
近
は
、
異
業
種
の
中
小
企
業
者
が
共
同
で
新
商

品

・
新
技
術
の
開
発
を
行
い
、
新
た
な
事
業
展
開
を
図
る
動
き

が
活
発
に
な

っ
て
お
り
、
そ
れ
に
対
す
る
支
援
が
中
小
企
業
政

策
の
重
要
な
鍵
と
な

っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
私
は
、
松
尾
課
長

さ
ん
の
お
話
を
聞
い
た
後
、
こ
う
し
た
高
度
化
事
業
や
異
業
種

交
流
の
状
況
な
ど
を
知
る
た
め
、
実
際
に
二
つ
の

工
場
団
地
を

案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
初
に
訪
ね
た
の
は
富
山
空
港
に
近
い
富
山
市
新
保
企
業
団

ま
た
、

ポ
ス
タ
ー
に
よ
る

「
広
報
事

業
」
を
は
じ
め
、

地
域
住
民
、

教
育
関
係
者
、
学
生
を
対
象

に
し
た
「
見
学
事
業
」
や
「
イ

メ
ー
ジ
調
査
」
、
統

一
シ
ン
ボ

ル
マ

l
ク
の
作
成
、
ユ
ニ
ホ

ー
ム
の
刷
新
な
ど
を
行
う
「
C

I
事
業
」
な
ど
、
中
小
企
業

の
実
態
を
正
し
く
知

っ
て
も

ら
い
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

図
る
た
め
の
事
業
が
中
小
企

業
課
と
企
業
団
体
の

二
人
三

鳩

脚
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

雌

ま
だ
始
ま

っ
た
ば
か
り
と
の

枇

こ

と

で
し
た
が
、
大
き
な
成

銅

果
が
挙
が
る
よ
う
期
待
せ
ず

性

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

中企
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圃
ー
創
造
性
へ
の
支
援
|

-
共
同
事
業
、
異
業
種
交
流
φ
推
進

急
速
な
技
術
革
新
、
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
労
働
者
意
識
の
変

化
な
ど
、
中
小
企
業
の
経
営
環
境
は
常
に
変
わ
り
続
け
て
い
ま

す
。
中
小
企
業
課
で
は
、

企
業
の
多
様
な
資
金
一
市
要
に
円
滑
に

対
応
す
る
た
め
、
技
術
の
高
度
化
、
情
報
化
の
促
進
か
ら
倒
産

防
止
、
従
業
員
の
福
利
厚
生
の
充
実
、
高
齢
者
、
障
害
者
の
就

労
促
進
に
至
る
ま
で
き
め
細
か
な
融
資
制
度
に
よ
り
経
営
基
盤

の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
、
中
小
企
業
の
結
合
体
で
あ
る
組
合
が
行
う
集
同

地
で
す
。
こ
こ
は
食
品
、
金
属

製
品
な
ど
十

一
業
種
に
ま
た

が
る
二
十
六
の
企
業
が
立
地

し
て
お
り
、
官
頭
で
紹
介
し

た
企
業
イ
メ
ー
ジ
改
善
促
進

対
策
の

モ
デ
ル
組
合
と
も
な

っ
て
い
ま
す
。
異
業
種
融
合

化
の
環
境
に
恵
ま
れ
た
特
色

を
生
か
し
、
各
企
業
が
技
術

V高岡銅器団地にて
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革
新
や
企
業
間
交
流
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
様
子

が
強
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

次
に
訪
問
し
た
の
は
高
岡
銅

器
団
地
で
す
。
私
が
案
内
し

て
い
た
だ
い
た
企
業
で
は
、

高
岡
鋳
物
の
伝
統
技
術
に
先

端
的
な
技
術
を
意
欲
的
に
融

合
さ
せ
、
長
い
歴
史
に
培
わ

れ
た
伝
統
産
業
を
さ
ら
に
創
造
的
に
発
展
さ
せ
て
い
こ
う
と
、

い
き
い
き
と
仕
事
に
取
り
組
む
社
員
の
方
々
の
姿
を
拝
見
さ
せ

て
い
た
だ
き
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。。

今
回
の
取
材
を
終
え
て
、
私
は
中
小
企
業
の
実
態
を
よ
く
知

ら
ず
に
固
定
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
持

っ
て
い
た
こ
と
を
反
省
し
ま

し
た
。
県
内
に
は

か中
小
企
業
。
と
い
う
ひ
と
つ
の
言
葉
で
は

と
て
も
く
く
り
き
れ
な
い
ほ
ど
多
種
多
様
な
企
業
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
が
地
道
な
事
業
活
動
で
富
山
県
の
経
済
を
支
え
て
い
る

こ
と
を
少
し
は
理
解
で
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
地
域
に
根

差
し
た
経
済
活
動
を
続
け
る
中
小
企
業
に
つ
い
て
こ
れ
か
ら
も

も

っ
と
理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。



ふ
ゐ
さ
と

手
づ
く
り
は
や
は
り

丈
夫
で
使
い
や
す
い

鍛
治
屋
大
久
保
中
秋
さ
ん

カ
キ
ン
、
カ
キ
ン
と
鉄
を
打
つ
音
が
響
き
、
真
っ
赤
な
鉄

が
ど
ん
ど
ん
曲
が
っ
て
い
く
。
額
か
ら
は
汗
が
吹
き
出
し
て

く
る
。
鍛
治
屋
と
い
う
仕
事
は
想
像
以
上
に
た
い
へ
ん
な
仕

事
で
あ
る
。

「
昔
は
腕
の
良
い
職

人
が
こ
の
町
に
は
た
く

さ
ん
い
た
ん
で
す
よ
」

と
語
る
の
は
、
朝
日
町

で
た
だ
一
軒
だ
け
残
る

鍛
治
屋
の
主
人
大
久
保

中
秋
さ
ん
。
終
戦
ま
も

骨

た
ん
で
す
」
と
い
う
こ
の
美
術
館
、
優
れ
た
景
観
を
持
つ
建

造
物
を
顕
彰
す
る
「
う
る
お
い
環
境
と
や
ま
賞
」
を
授
賞
し

て
い
る
。
東
屋
風
の
造
り
の
展
示
室
に
は
、
約
三
十
数
点
の

優
れ
た
作
品
が
並
び
、
訪
れ
た
人
は
ほ
の
か
に
木
の
香
り
が

漂
う
中
で
、
落
ち
着
い
て
一
つ
一
つ
の
作
品
を
鑑
賞
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
隣
の
休
憩
室
で
は
、
朝
日
町
ゆ
か
り

の
芸
術
家
の
作
品
を
解
説
し
た
ビ
デ
オ
も
見
る
こ
と
が
で
き

る
。

「
ま
だ
、
美
術
館
と
し
て
の
実
績
づ
く
り
の
段
階
で
す
。

町
の
人
に
親
し
ま
れ
る
美
術
館
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

素
朴
な
焼
き
上
が
り
が
魅
力
で
す

「朝
日
町
に
帰
っ
て
か
ら
二
年
ほ
ど
は
、
富
山
の
護
国
神

社
の
前
で
露
天
商
に
混
じ
っ
て
焼
き
物
を
売
っ
て
い
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
」
と
語
る
の
は
、

南
保
地
区
で
陶
芸
工
房
「
越

山
房
」
を
開

い
て
い

る
野
村
彰
さ
ん
。

高
校
を
卒
業
後
、
京
都
や
鹿
児
島
で
十
二
年
間
陶
芸
の
修

業
を
積
み
、
故
郷
へ
も
ど
っ
て
か
ら
は
、
赤
川
地
区
に
空
き

、

事

t
b
a

/
 

‘泊ナタ

春、

な
く
弟
子
入
り
し
て
以
来
四
十
七
年
問
、
鍛
治
屋
を
や

っ
て

い
る
筋
金
入
り
の
職
人
で
あ
る
。

「
こ
の
辺
り
で
作
ら
れ
て
い
た
泊
ナ
タ
と
い
う
ナ
タ
は
、

切
れ
味
が
よ
く
使
い
や
す
か

っ
た
の
で
、
山
仕
事
等
で
よ
く

使
わ
れ
、
県
外
で
も
た
く
さ
ん
売
れ
た
ん
で
す
心

し
か

し
、

炭
焼
き
や
林
業
が
衰
退
し
、
農
業
の
機
械
が
進
む
な
か
で
、

鍛
治
屋
も
ど
ん
ど
ん
減

っ
て
い

っ
た
と
い
う
。

現
在
、
鍬
な
ど
の
農
具
を
中
心
に
作
っ
て
い
る
大
久
保
さ

ん
。
春
先
は
近
隣
の
農
家
の
人
だ
け
で
は
な
く
町
外
か
ら
も

使
い
慣
れ
た
農
具
の
修
理
を
頼
み
に
く
る
の
で
大
忙
し

と
な

る
そ
う
だ
。
ま
た
、
ス
コ

ッ
プ

を
改
良
し
た
田
ん

ぼ
の
溝
堀

専
用
の
鍬
や
四
つ
又
の
鍬
な
ど
、
実
際
に
農
業
を
し
て
い
る

経
験
を
生
か
し
で
、
組
特
の
使
い
や
す
い
農
具
も
開
発
し
て

い
る
。「昔

作

っ
た
物
を
み
る
と
恥
ず
か
し
い

」
と
大
久
保
さ
ん

は
謙
遜
す
る
が
、
大
久
保
さ
ん
の
作

っ
た
農
具
が
、
丈
夫
で

使
い
や
す
い
の
は
長
年
の
経
験
を
生
か
し
た
手
づ
く
り
が
な

せ
る
技
で
あ
る
一

規
模
は
小
さ
く
て

も
大
き
な
可
能
性

を
秘
め
る
こ
の
美

術
館
。
朝
日
町
の

文
化
発
信
拠
点
と

し
て
果
た
す
役
割

も
大
き
い

。

越
山
房

マ
7
+』
ノノ
ノ

k
;
し

里

本

軍
A
c
r
ハ

家
を
借
り
、
電
気
窯
を
使
っ
て
生
活
用
品
を
焼
い
て
い
た
そ

う
だ
。
有
名
な
バ
タ
バ
タ
茶
の
茶
碗
を
作

っ
て
い
た
関
係
も

あ
っ
て
、
野
村
さ
ん
の
と
こ
ろ

へ
訪
れ
る
人
も
徐
々
に
増
え
て

き
た
と
い
う
。
現
在
は
、
注
文

主
の
要
望
に
応
じ
た
デ
ザ
イ
ン

企穴がまを修理している野村さん

. 
R 

ま
ち
の
小
さ
な
美
術
館

ふ
る
さ
と
美
術
館

A鉄を打つまなざしは真剣そのもの

県
道
入
善
・
朝
日
線
を
東
に
走
る
と、

閑
静
な
住
宅
街
の

中
に
、
昨
年
五
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の

「ふ

る
さ
と

美
術
館
」
が
あ
る
。
学
芸
員
の
九
里
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

「
朝
日
町
ゆ
か
り
の
芸
術
家
の
作
品
を
展
示
し

て
い
ま
す
」

朝
日
町
は
日
本
画
の
(合
口
山
郷
や
豊
秋
半
二
な
ど
多
く
の

一

流
の
芸
術
家
と
の
ゆ
か
り
が
深
い
町
で
あ
る
。
そ
う
し
た
芸
術

家
の
作
品
を
集
め
、
町
民
の
文
化
意
識
を
高
め
よ
う
と
つ
く

ら
れ
た
の
が
こ
の
美
術

館
で
、
昨
年
一

年
間
で

約
七
千
人
が
こ

こ
を
訪

れ
て
い

る
。

「こ

の
美
術
館
は
、

旧
朝
日
検
察
庁
の
建
物

を
改
築
し
て

つ
く
ら
れ
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Aふるさ と美術館

九里学芸員

企ふるさと美術館

や
色
の
焼
物
を
作
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

南
保
地
区
に
越
山
一
房
を
聞
い
た
の
は
平
成
元
年
の
こ
と
。

穴
窯
を
造
っ
た
の
は
、
そ
の
翌
年
で
あ
る
。
「
穴
窯
は
最
も
原

始
的
な
窯
な
の
で
、
二
度
と
は
作
れ
な
い
も
の
が
で
き
る
ん

で
す
」
ど
の
作
品
か
ら
も
、
と
て
も
自
然
で
素
朴
な
味
わ
い

が
伝
わ
っ
て
く
る
。
こ
の
窯
を
使
っ
て
焼
く
の
は
年
に
一
度
、

六
月
頃
。
宮
市
出
後
ま
も
な
く
越
山
房
で
聞
か
れ
る
、
作
品
の

展
覧
会
に
は
多
く
の
人
が
訪
れ
る
と
い
う
。

二
人
で
何
も
か
も
や
る
の
は
大
変
で
す
。

人
工
芸
品
を
つ
く
る
人
が

集
ま
る
と
い
い
ん
で
す
が

み
叶
d

R
M

・-
:
:
」
と
語
る
野
村
さ
ん
。

一房山
何
か
新
し
い
焼
物
が
生
み

点
叫
ト山
出
さ
れ
そ
う
な
予
感
を
感

じ
さ
せ
る
越
山
一
房
で
あ
る
。
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も
う
二
、

彰さ ん

朝
日
町
の
概
要
訂
わ

ヘ
八
月
一
目
見
生
、

J

一
七
、
三
六
三
人
(県
人
口
統
計
調
査
よ
り
)

二
二

六
・
三
二

附

北
ア
ル
プ
ス
と
日
本
海
が
ド

ッ
キ
ン
グ
す
る
宮
崎
海
岸
は
、
ヒ
ス
イ
の

原
石
が
拾
え
る
海
岸
と
し
て
有
名
。
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
誕
生
の
地
で

あ
り
、
毎
年
全
国
大
会
が
聞
か
れ
て
い
る
。

L
申

F
 



む会貌レ
富山県薬用植物指導センターでは、皆さんに
/ 

薬草に親しんでいただくために、 10月23日(到に

医療
病 院 名 週休二日制の方法 休診する週

館

新
黒部市民病院 隔週土曜休診 第2・第4週

)11 富山労災病院 完全週休二日 全ての土曜日
(10月17日から)

上前厚生病院 隔週土曜休診 第2・第4週

富 厚生連滑川病院 // // 

富山県立中央病院 // 第 1.第3週

山 富山市民病院 // 第2・第4週

高志リ ハビリテーション病院 // 第1・第3週

新湊市民病院 // 第2・第4週

高岡市民病院 // // 

高
社会保険高岡病院 // 第 1・第3週

済生会高岡病院 // 第2・第4週
同
厚生連高岡病院 // 第1・第3週

氷見市民病院 // 第2・第4週

北陸中央病院 // 第1・第3週
砺
市立砺波総合病院 // 第2・第4週

j皮

福野厚生病院 隔週水曜午後休診 第2・第4週

(10月から週休二日制を実施する公的病院〕

富山県は 8月1日から完全週休二日

制を実施しております。

富山県立中央病院においても、

10月から第 1土曜日及び第 3土曜日の

一般外来診療を休ませていただき ます。

なお、救急患者や人工透析患者に対

しては、従来どおり治療を行います。

また、県内の自治体立病院等の公的

病院においても、次のとおり 10月から

この

「秋の薬草に親しむ会」を開催します。

場所は、富山県薬用植物指導センタ一、 時間

は、午前9時30介から午後3時30介までです。

内容は、午前が薬草の育て方の講義、 午後は

薬草標本園の見学と薬用酒の作り方の説明です。

参加費は無料ですが、筆記用具と昼食を持参

して ください。

定員は60名です。

参加ご希望の方は、薬用植物指導センターに

電話で申し込んでください。

電話は、 0764(72)0801です。

(
終
理
一
一
時
間
場
ヨ
高
山
)

税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て
い
る
次
の
通
貨
・
証
券
な
ど
を
お
返

し
し
て
い
ま
す
。

-

終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方
が
、

の
税
関
、
海
運
局
に
預
け
ら
れ
た
通
貨

・
証
券
な
ど

・

外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
総
領

事
館
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
証
券
な

ど
の
う
ち
日
本
に
送
り
返
さ
れ
た

※隔週土曜休診を行う公的病院にあっては、第5土曜日は診療します。

週休二日制の導入を予定しております

ので、県民の皆様のご理解とご協力を

お願いいたします。

各病院で休診の週が異なりますので、

それぞれの病院にお問い合わせのうえ、

受診されるようお願いします。

く問合せ〉県庁医務課医務係(内3524)

も
の
返
還
の
お
申
し
出
は
、
御
本
人
ば

か
り
で
な
く
、
御
家
族
の
方
で
も
結

構
で
す
。
お
心
当
た
り
の
方
は
、
税

関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

Eの夢牧場
ビーフフェア'92開催
富山県肉用牛センターではEの夢牧場
ビーフフエフプ92を開催いたします。皆様
のご来場をお待ちしております。

く
だ
さ
い

。

。
軽
油
引
取
税
と
は

18 

こ
の
税
は
、
主
に

パ
ス
や
ト
ラ

ッ
ク
な
ど
の
デ

ィ
ー
ゼ
ル
エ

ン
ジ
ン
車
の
燃
料
と

し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
軽
油
の
引
取
り
に

ル
当
た
り
二
万
四
千
三
百
円
の
割
合
で
課

対
し
て
、

千
リ

ツ
卜

税
さ
れ
る
県
税
で、

す
。

県
内
の
道
路
の
整
備
費
用
に
あ
て
ら
れ
ま

。
軽
油
引
取
税
の
不
正
を
な
く
す
る

た
め
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

県
で
は
、
軽
油
に
灯
油
や

A
重
油
等
を
混
入
し
た
混
和
軽
油

な
ど
の
不
正
使
用
に
よ
る
税
負
担
の
不
公
平
を
是
正
す
る
た
め
、

随
時
調
査
を
実
施
し
、

正
し
い
納
税
秩
序
の
確
立
に
努
め

て
お

り
ま
す
。

県
税
事
務
所
の
職
員
が
見
本
品
の
採
取
や
調
査
に
伺
っ
た
と

お
C

路
上
に
お
い
て
見
本
品
の
採
取
を
求
め
た
際
に

ま
た
は
、

は
、
こ
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。な

お
、
詳
し
い

こ
と
に
つ
い
て
は
、

最
寄
り
の
県
税
事

務
所
へ
お
た
ず
ね上

陸
地

19 

連絡・照会先

〔大阪税関〕監視部 特別監視官 (第 1担当)

干552大阪市港区海岸通2丁目1番4号

電話 06(576)3108 06(576)3115 

〔伏木税関支署〕

干933-01高岡市伏木錦町11番15号(伏木港湾合同斤舎)

電話 0766(44)0163 

〔伏木税関支署〕 富山出張所

干931富山市東岩瀬海岸通17番地2号 (富山港湾合同庁舎)

電話 0764(37)9895 
n0764⑬5222ヘ。

10月刊日(日)午前10時~午後3時
富山県肉用牛センター

(愛称 :fi.の夢枚場)

高級和牛のバーベキュー、幌馬車、
クイズ、農産物 ・特産物即売コーナ

一、フリーマーケットなど

ステーキ(200g )前売 2，000円
(限定100個) 当日 2，500円
焼肉 (130g )前売 1，000円
(限定400個) 当日 1，300円

(野菜っき)

※詳しくは

富山県肉用牛センター

ロ句

"B' 

料金等

時

場

日

会

内



団
員
主主

集

明
H 
の
郷
土
を
拓
ぐ
月

年
の
葉

豊
xう過
な
郷
土
を
拓
ぐ
婦
人
の
翼

信事

山
県
婦
人

罪
霊

制
富
山
墨
同

-
派
遣
国

・
派
遣
期
間
中
国

・
韓
国
・
ロ

シ
ア

平
成

5
年

5
月

6
日
同
l
引
日
幽
の
同
日

-
募
集
人
員
及
び
資
格

〈
一
般

部

門

〉

約
問
名

(
う
ち
身
体
障
害
者

5
名
程
度
)

〈農
業
部
門
〉
約
同
名
(
う
ち
農
業
高
校
生
等

3
名
程
度
)

・
団
員
負
担
金

約
円
万
円

-
募
集
期
間

山
月
初
日
悩
ま
で

-
派
遣
国

-
派
遣
期
間
中
国

・
韓
国
・
ロ
シ
ア

平
成

5
年

5
月

6
日
嗣

i
引
日
制
の
旧
日

-
募
集
人
員
及
び
資
格

勺

J
n
u
h〆コ

半
巾

Q
d
Jそ

初
歳
以
上
回
歳
未
満
ま
た
は
満
日
歳
以
上
回
歳
未
満
で

地
域
活
動
が
著
し
く
顕
著
な
方

-
応
募
先

市
町
村
青

少
年
対
策

主
管
課

※
詳
し
く
は
、

市
町
村
青
少

年
対
策
主
管

課
又
は
県
婦

人
青
少
年
課

ノ、、

妊娠中の方ヘ
①県では、すこやかなお子さんの誕生を願って、 妊娠届出時にこれまで

3回分の妊婦一般健康彰査票をお渡ししていましだが、この10月 T日附
から4回分お渡しすることになりましだ。
・対象 (1 )妊娠届出回が9月30日体)以前で、出産予定日ガ10月T巴(木)以

降の妊婦

問妊娠届出目が10月1日附以降の妊婦
・問合せ先 県庁健康課または最寄りの保健所

②県では、従来より妊娠中毒症及び糖尿病に係る妊産婦の方々の医療費

の朗成を行ってきているところですが、この10月から貧血 〈血色素10g/
de以下〉、産科出血及びI山疾患の方の医療費も無料になります。
・時期 10月T日(木)から
・対象 県内に住所を育する妊産婦

・問合せ先 市町村妊産婦医療担当課 -
団
員
負
担
金

-
募
集
期
間

約
げ
万
円

山
月
初
日
幽
ま
で

麻薬・覚せい剤禍撲滅運動

-
応
募
先

市
町
村
婦
人
対

策
主
管
課

※
詳
し
く
は
市
町

村
婦
人
対
策
主

管
課
又
は
県
婦

人
青
少
年
課
へ

何
戸
8
戸

20 

扇
太
閤
山
県
営
住
宅
〈
新
築
〉
十

一
園
入
居
者
募
集

県
で
は
、
竹
月
完
成
予
定
の
太
閤
山
県
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

-
募
集
戸
数

第

一
種
公
営
住
宅

第
二
種
公
営
住
宅

-
申
込
書
の
受
付
期
間

平
成

4
年
刊
月
刊
日
働
j
刊
月
初
日
働

・
入
居
開
始
日
平
成

4
年
住
用

41日

-
受
付
場
所
富
山
県
住
宅
供
給
公
社

富
山
市
舟
橋
北
町

4
l刊
(
森
林
水
産
会
館

2
階
)

2
0
7
6
4
(辺
)
5
41
3
2

-
入
居
案
内
・
申
込
書
の
受
付

入
居
案
内
及
び
申
込
書
は
、
右
記
の
ほ
か
次
の
場
所
で
も
あ

渡
し
し
て
い
ま
す
。

県
庁
建
築
住
宅
課
、

太
閤
山
住
宅
団
地
建

設
事
務
所
、
高
岡
市

建
築
住
宅
課
、
新
湊

市
建
築
住
宅
課

-・・・・・・・.1111三E・=11=:1・I=RTlJ::I.・
麻薬 ・覚せい剤 ・シンナ一等は、乱用すると、個人だ

けでなく社会にも計り知れない幣害をもたらす非常に危

険な薬物です。

これらの薬物は、一度経験すると次第に深みにはまる

ケースが多く、 乱用が進むと、ついには幻覚 ・妄想等の

中毒症状が現われ ます。

県内でも、今年に入り女子高校生や大学生が覚せい剤

使用の容疑で逮捕されるなど、 乱用が広く 一般市民層ま

で浸透してきていることが懸念されております。

このような乱用に対処するため、取締りの強化を行う

ことはもちろん必要ですが、県民総ぐるみで薬物乱用の

有害性を十介認識し、乱用を許さない環境づくりが大事

です。

皆さんの御協力をお願いします。

Yes to life， 
No to drugs. 

覚せい剤・シンナー等

薬物の乱用をなくそう
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寺
主
ナ

iJ-え
呈
長
足
農
周
呈
こ
ご
お
り
を

燥
す

r
え
寸

E
ZJ陀M
3

一ヌ
ヨ
台
尻
ヨ
剛
一壬
p
u
乙
十
U
」
ノ
マ

通
商
産
業
省
で
は
、
平
成

4
年
日
月

1
日

現

在

で

特

定

調

査

に

当

た

っ

て

は

、
知
事
か
ら
任
命
さ
れ
た
調
査
員

サ
ー
ビ
ス
産
業
実
態
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

が
事
業
所
を
直
接
訪
問
し
、
調
査
票
に
必
要
な
事
項
を
記

こ
の
調
査
は
、
全
国
の
特
定
サ
ー
ビ
ス
産
業
(
物
品
賃
入
し
て
い
た
だ
い
て
回
収
す
る
と
い
う
方
法
で
行
い
ま
す
。

貸
業
な
ど
叩
業
種
)
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
提
出
さ
れ
た
調
査
票
は
、

統
計
法
に
よ
り
秘
密
が
厳
守

的
と

し
て
い
ま
す
。

さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
報
告
に
御
協
力
く
だ
さ
い

。

こ
の
調
査

の
結
果
は
、
国
や
県
、
市
町
村
に

お
け
る
サ

ー
ビ
ス
産
業
の
実
態
把
握
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
、

多
方
面
で
利
用
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
関
係
企
業
が
経
営
指

針
を
作
る
際
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
せ
先

県
庁
統
計
課

T
E
L
0
7
6
4
1
3
1
1
4
1
1
1
 



日本海美術展』・開催• 首
努
A
A
 

n'L 

nH司
U

P
H
H
U
 
展画企館術美代近-v

一
県

。

~ ;敷石波 n ~ 大賞受賞作品
磯部錦司

一
般
川
円
、
高
校

・
大
学
生
川
円
、
小

・
中
学
生
問
円
'

ロ
シ
ア
連
邦
沿
海
地
方
、
中
国
遼
寧
省
、
韓
国
の
招
待

作
品

.
詳
し
く
は
、
富
山
県
立
近
代
美
術
館

0
7
6
4
・
引
・

7
1
1
1

番
ま
で
お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

'田
都
市
緑
化
月
間
講
演
会

しんかい6500歓迎式典
富山県戦没者追悼式

平成4年度全国中学校選抜体育大会(-25日)

8月13日
8月15B
8月18日

。

緑
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
生
活
環
境
を
つ
く
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
日
月
は
「
都
市
緑

化
月
間
」
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
行
事
の

一
環
と
し
て
、
都
市
緑
化
に
つ
い
て
の
わ
か
り

や
す
い
講
演
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
広
く

一
般

の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時

o
m月
初
日
働
問

1
時
日
分

1
4
時
初
分

講
師
0
福
岡
孝
純
(
福
岡
ス
ポ
ー
ツ
研
究
所
所
長
)

場
所
O
高
志
会
館
(
カ
ル
チ
ャ
ー
ホ

l
ル
)

料
金
0
無
料

問
合
せ
O
県
庁
都
市
計
画
課

宮

0
7
6
4
(
糾

)
3
3
4
8
ま
で

8月21日
8月22日
8月24日
8月25日

8月26日
8月27日

開画展もうひとつの立山信仰昔話-
立
山
は
江
戸
時
代
、
多
く
の
登
拝
者
で
賑
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
登
拝
を
終
え
た
人
々
は
途
中
、
立
山
温
泉
に
一
逗
留
し
て
、

疲
れ
を
癒
し
た
の
で
す
。

こ
の
立
山
温
泉
で
は
、
湯
の
効
能
と
と
も

に
薬
師
信
仰
が
栄
え
、
時
に
貧
民
を
救
済
す
る
厚
生
事
業
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
未
公
開
の
温
泉
経
営
や
薬
師
信
仰
、

登
拝
に
関
す
る
資
料
な
ど
を
展
示
し
て
、
別
の
角
度
か
ら
み
た
も
う

ひ
と
つ
の
立
山
信
仰
の
一
端
に
迫
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

開

催

時

期

平

成

4
年
叩
月

μ
日
出

i
什
月
ぬ
日
間

場

所

富

山

県

立

山

博

物

館
企
画
展
示
室
・
ガ
イ
ダ
ン
ス
ル
ー
ム

展

示

内

容

加

賀
藩
村
肝
煎
を
勤
め
、
温
泉
経
営
に
当
っ
た
立
山
町

深
見
家
所
蔵
の
資
料

ま
た
文
化
講
演
会
を
次
の
要
領
で
開
催
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

平
成

4
年

間

月

げ

日

出

午

後

2
時

富
山
県
民
会
館
四

O
一
号
室

演

題

「
立
山
の
地
震
・
崩
壊
・
噴
火
、
そ
し
て
そ
の
影
響
」

講

演

者

町

田

洋
氏
(
東
京
都
立
大
学
教
授
)

-
詳
し
く
は
、
立
山
博
物
館

8
0
7
6
4
・引・

1
2
1
6

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

t
し
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第14回少年の主張富山県大会8月12日

〔立山曇茶羅吉祥坊本〕

日 曜 場 所 時 間

3 @ 
細入村役場前 1 0 : 00 -15 : 30 

山田村中央公民館前 13 : 00 -15 : 30 

木
福岡町役場前 1 0 : 00 -1 2 : 00 

5 
J R福岡駅前 13 : 00 -1 5 : 30 

小杉町r/¥スコ」ショッヒ。ンクーセンター前 10 : 00 -15 : 30 
8 日
福野町文化創造センター「へリオス」前 10 : 00 -15 : 30 

12 木 滑川市役所前 13 : 00 -15 : 30 

14 土 富山市富山西武デパー卜前 1 0 : 00 -16: 00 

15 日 富山市富山西武デパート前 10 : 00 -16 : 00 

16 月 大山町役場前 10 : 00 -1 5 : 30 

21 土 J R富山駅前 10:00-16:00 

23 ⑧ 富山市中央通り 10 : 00 -1 6 : 00 

24 火 婦中町役場前 10 : 00 -1 5 : 30 

26 木
八尾町役場前 10:00-12: 00 

八尾町商工会館前 13 : 00 -1 5 : 30 

28 土 魚;章市「サン7'ラザ」シヨツヒ。ンク‘センター前 1 0 : 00 -1 5 : 30 

28 日 黒部市「メルシー」ショッピンクeセンター前 10 : 00 -1 5 : 30 

7fA年街頭献血日程

砺波山田川ダム竣工式

全国中小企業情報化フォーラム inTOYAMA 

第16回婦人防火全国大会
第4回全国勤労者綱引大会'92

富
山
県
立
近
代
美
術
館
で
は
、
叩
月

3
日
出
か
ら
什
月

8
日
田
ま

で
、
日
本
海
沿
岸
の
同
道
府
県
で
活
躍
し
て
い
る
美
術
作
家
を
対
象

と
し
た
公
募
し
た
、
「
笠
公
募
一
日
本
海
美
術
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

本
展
は
、
と
か
く
東
京
を
中
心
と
し
た
太
平
洋
側
や
大
都
市
に
集

中
し
が
ち
な
日
本
の
美
術
界
に
、
一
石
を
投
じ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
企
画

と
し
て
注
目
を
集
め
、
ま
た
新
人
発
堀
と
い
う
点
で
も
大
き
な
成
果

を
あ
げ
て
い
ま
す
。
現
代
の
多
様
な
表
現
を
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
く

だ
さ
い
。

観

覧

料

併
設
展
示

布施川ダム竣工式

国際伝統医薬シンポジウム富山'92(-24日)
称名滝フ。口ムナード完成式

富山国際地域交流シンポジウム

伏木富山港とウラジオストク港との友好港提

携調印式

全国集落営農推進サミット

富山県・口シア沿海地方友好提携調印式

北陸新幹線 小矢部市一金沢市問建設工事起

工式

富山空港ターミナルビル第一期毘際線ビル起

工式

第10回北方領土返還要求富山県大会8月29日

8月31日
9月2日
9月4日
9月6日

。富山県赤十字血液センターでは、 毎土曜日の午後も聞所

し(祝祭日除く)、献血を受け付けています。

富山県赤十字血液センター 富山市飯野26-1
TEし (0764)51-5555
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富山県総合防災訓練

国際クラフトフヱスティパル'92富山開会式
( -17日)
本会議

9月8B

9月9日
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撮
影
/
池

端

滋

県
庁
探
訪
/
中
小
企
業
課

ふ
る
さ
と
み

て
あ
る
記
/
朝
日
町

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

P 
6 

撮
影
/
滝
川
邦
彦
(
日
本
写
真
家
協
会
会
員
)

エ
ッ
セ
イ
/
小

沢

昭

巳

ひ
と
/
卜
ム

1
へ
ネ
ガ
ン

ク
ロ
ー
ズ
ア
ツ
。フ

①
全
国
中
学
校
選
抜
体
育
大
会

②
布
施
川
ダ
ム
・
砺
波
山
田
川
ダ
ム
竣

工
式

③
第
十
六
回
婦
人
防
火
全
国
大
会

④
国
際
ク
ラ
フ

ト
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
位

富
山

ト
ピ
ッ
ク
ス
①
/
富
山
県
・
ロ
シ
ア
沿

海
地
方
友
好
提
携
締
結

ト
ピ
ッ
ク
ス
②
/
北
陸
新
幹
線
小
矢

部
市
・
金
沢
市
間
着
工

p p 

12 10 
p p p 

18 16 14 一
本
の
綱
を
友
好
の
橋
渡
し
に
と
、
ロ
シ
ア

や
中
園
、
韓
国
と
い
っ
た
環
日
本
海
諸
国
の
人

た
ち
を
迎
え
て
、
「
環
日
本
海
勤
労
者
綱
引
交
流

会
」
が
九
月
六
日
、
県
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
国
の
選
手
た
ち
は
慣
れ

な
い
綱
引
き
競
技
に
大
声
を
あ
げ
て
大
ハ
ッ
ス

ル
。
熱
戦
が
く
り
広
げ
ら

れ
、
ロ
シ
ア
チ

l
ム
が
見

事
優
勝
し
ま
し
た
。
競
技

終
了
後
、
ロ
シ
ア
チ
ー
ム

か
ら
、
友
好
の
証
し
と
し

て
角
の
な
い
丸
い
パ
ン
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

d璽璽闘鴫

es五~~湖面~F..
富山県3e通事m相談所東別館T階
宮(0764)31-4111内4400

-証言音訴Z同同町4・R・-・・・・・且号._;!・同・匝E喧."F.・・・・・・・

み
な
さ
ん
の

-・I~誇樋・E・f~ヨ・・

-四~~.l1:l・E・E~.
高齢者や家族の心配ご‘と、
悩みごとに富山県高齢者
総合相談センター
富山市舟橋南町5-]4
社会信祉会館内

合 (0764)41-41 1 0 
物価に関する苦情や相談があればお気軽にお電話ください。

宮 (0120)16-7400 (県庁県民生活課内)

県わらのホヴトニ三一ス見て、聞いて、ご意見をお寄せくださいo

-Eム-~岡田閉山 副首附~，I~ed:1
・チューリップテレビ 毎週土曜日AM9:30--9:45 I ・FMとやま l・北日本 富山、読売、北陸中目、

忘るさとトーク」 | 「ふれあいホットラインJ 朝日、今日
・富山テレビ 毎週日曜日 AM9:00--9:30 I Ël m~#h-h\ '::"+' ，，， J.... Td;D~h 
r1l2万人のひろばークイズ/フォー力ス・インJ I 県内各地からホットな話題をク | 毎月第E、最終土曜日
北日本放送 毎週日曜日AMi1 ~ 00--l'l

J

:'3'0 I - ~ I リアなサウンドでおとどけしま r県からのお知らせ」

「こんにちは富山県です」 | す。
10/4 がんばれ企業スポーツ | 毎週月~金曜日
10/11 日本海をめぐる富山県友好の船・93団員募集
10ハB私たちのふるさと選挙
10/25 県立大学生物工学研究センターオープン

AM9 : 40--9 : 45 

覚

談

ウ

・
相

ho

法
な

化
1

商
ん

川町
川

質
ど

。
っ
〈

悪
、
す

こ
2

.
ど
ま
ヨ
4

題
な

じ

心

問

剤

応

市

庭
い
も

ω

家
せ
に

含

消費生活センター

富山市安住町7-18
安住町第一生命ピル内

(一般相談は)

宮 (0764)32-9233
(金融相談は〉

官 (0764)33-3252
消費生活センター高岡支所

高岡市本丸町7-1
本丸会館内

宮 (0766).25-2777

富山市新総曲輪卜7(県庁内)

宮 (0764)31-4111杭)
31-3131 (県民相談電話)

高岡市赤祖父211(総合庁舎内)
包(0766)2ト8411舵)
魚津市新宿10-7(総合庁舎内)
fi (0765) 24-5311杭)
砺波市幸町卜7(総合庁舎内)
fi(0763)33-5151杭)

-・・・・・E初.m.白11;'".国岡四国・・・・・

キλ
の
味
覚
・
秋
刀
魚

あ
わ
れ
秋
風
よ
/
情
あ
ら
ば
伝
え
て
よ

男
あ
り
て
/
今
日
の
タ
併
に
/
ひ
と
り
サ
ン
マ

を
令
い
て
思
い
に
ふ
け
る

〈佐
藤
春
夫
〉

じ
ゅ
う
じ
ゅ
う
音
を
た
て
て
焼
く
、
皮
が
黒
く

な
る
。
余
介
の
脂
が
お
ち
、
煙
で
燥
ぶ
さ
れ
臭

み
が
と
れ
る
。

あ
つ
あ
つ
の
塩
焼
き
に
、
た
っ
ぷ
り
大
根
お
サ

ン

ろ
し
を
添
え
て
食
べ
る
:
:
:
秋
の
味
覚

・
秋
刀

マ色
川
/
・
値
が
安
く
て
、
う
ま
い
。
骨
ば
な
れ
が
よ
く
、

食
べ
や
す
い
。
貧
血
症
の
特
効
魚
で
、
ビ
タ
ミ

ン
B
が
ほ
か
の
魚
の
三
倍
も
含
ん
で
い
る
。

精
が
つ
く
大
衆
魚
で
あ
る
。

O
サ
ン
マ
と
サ
ヨ
リ

富
山
・
石
川
・
岐
車
で
、
サ
ン
マ
を
サ
ヨ
リ

と
呼
ぶ
人
が
多
い
。
こ
の
両
種
の
血
縁
は
近
い
。

形
も
細
長
く
、
物
に
突
進
す
る
癖
も
似
て
い
る
、

が
別
種
。

情
念
れ
ぴ
れ

(
※
絵
を
見
て
、
離
鰭
の
有
無
に
注
意
/)

サ
ン
マ
は
脂
ぎ
り
、
サ
ヨ
リ
は
淡
白
と
対
象

的
。
指
肪
は
一
三
%
と
二
%
で
、
六
倍
以
上
の

差
だ
。
O
光
に
興
奮
す
る
サ
ン
マ

サ
ン
マ
は
、
夜
、
水
面
近
く
を
泳
ぎ
、
昼
はえ・均

沈
下
す
る
。
昔
は
刺
し
網
漁
|
|
サ
ン
マ
の
鯨

が
網
目
に
ひ
っ
か
か
る
の
で
あ
る
。
戦
後
、
棒

受
け
網
で
獲
る
よ
う
に
な
り
、
漁
獲
は
一
躍
ニ 室

高岡地方県民相談室

魚津地方県民相談室

砺波地方県民相談室

E炎相民県秋
風
に

田
川
、
い
に
ふ
け
る

ぺ?

十
倍
に
も
な
っ
た
。
サ
ン
マ
は
〈
走
光
性
〉
、
夜
、

漁
船
の
片
側
に
、
明
る
い
電
灯
を
つ
け
た
棒
を

海
上
に
つ
き
出
す
。
し
ば
ら
く
す
る
と
集
ま
り

群
れ
て
、
跳
ね
た
り
と
ん
だ
り
。

突
然
、
灯
り
を
消
す
。
反
対
側
の
灯
り
を
つ

け
る
。
サ
ン
マ
群
は
、
船
底
を
く
ぐ
っ
て
光
る

向
う
側
に
行
こ
う
と
す
る
、
そ
こ
に
仕
掛
け
ら

れ
た
(
棒
受
)
網
に
入
っ
て
一
網
打
尽
と
い
う
わ

サ

ン

7

け
:
:
:
と
ん
で
灯
に
入
る
秋
の
魚
・
秋
力
魚
。

O
年
中
産
卵
す
る
サ
ン
マ

サ
ン
マ
は
、
日
本
近
海
全
域
に
広
く
-
分
布
し
、

沖
合
の
流
れ
藻
に
卵
を
産
み
つ
け
る
。
産
卵
期

斗品、

九
州
沖
・
冬
1
春
山
陰
沖
・
春
i
夏

北

陸

沖

・

夏

太

平

洋

側

・

秋
l
晩
秋

こ
の
よ
う
に
一
年
中
、

日
本
の
ど
こ
か
の
海
で

サ
ン
マ
は
産
卵
し
て
い
る
。

食
餌
は
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
で
、
そ
の
消
化

管
は
食
道
か
ら
旺
門
ま
で
ま
っ
す
ぐ
、
幽
門
垂

は
な
い
。

回
遊
魚
で
、
適
水
温
は

一四
j

一
五
度
、
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば

〈北
の
魚
〉
で
あ
る
。
県
内

か
ら
も
サ
ン
マ
漁
船
が
、
千
島
に
向
け
て
八
月

下
旬
に
出
航
、
サ
ン

マ
群
と
と
も
に
南
下
し
、

銚
子
沖
・
十
一
月
末
ま
で
操
業
す
る
。

サ

ン

マ

|

|
十
月
は
、
秋
万
魚
の
季
節
で
あ
る
。

③
広
報
誌
で
、
今
回
初
め
て
外
国
の
方

を
取
材
し
ま
し
た
。
ト
ム
H
H

へ
ネ
ガ
ン

さ
ん
が
「

Z
R
m
w
吋
。
富
。
巳
VHO
C
-
¥

」

と
あ
い
さ
っ
さ
れ
た
と
き
に
、
あ
い
さ
つ

を
か
え
す
こ
と
も
で
き
ず
、
ひ
き
つ

っ

た
よ
う
な
薄
笑
い
を
浮
か
べ
て
し
ま

っ

た
。
「
俺
も
日
本
人
な
ん
だ
な
あ
U

と
つ

く
づ
く
感
じ
た
瞬
間
だ

っ
た
。

(
T
)

③
ス
ポ
ー
ツ
写
真
は
撮
る

の
が
難
し

い
。

今
回
取
材
し
た
体
操
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

な
ど
は
、
動
き
が
特
に
激
し
い
の
で
ど

れ
も
ブ

レ
て
し
ま
い
、
使
え
る
写
真
は

わ
ず
か
で
あ

っ
た
。
も

っ
と
技
術
を
磨

き
劇
的
な
瞬
間
を
う
ま
く
撮
れ
る
よ
う

に
な
り
た
い
も
の
だ
。

(
A
)

②
富
山
暮
ら
し
も
ま
だ
半
年
と
い
う
べ

き
か
、
残
り
わ
ず
か
半
年
と
い
う
べ
き

か
。

エ
キ
ス
ポ
を
は
じ
め
、
連
日
、
元

気
印
の
富
山
県
を
体
験
し
て
、
つ
い
取

材
と
い
う
立
場
を
忘
れ
て
し
ま
い
、
見

て
歩
き
気
分
で
ゆ
る
み
っ
ぱ
な
し
の
毎

日
に
反
省
す
る
こ
と
し
き
り
で
す
が
、

秋
本
番
を
控
え
、
キ
‘ト
キ
ト
の
昧
覚
の

誘
惑
に
ま
だ
ま
だ
油
断
大
敵
の

H
々
が

続
き
そ
う
で
す
。

(
M
)
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〈サヨリ 〉

津田武美絵・文




